
学校だより７月号 

学校教育目標 

★「未来を拓く」束荷小教育 

つ…強い心と体をもち、か…賢い頭

をつくり、り…立志の実現のために努

力を続け、は…自分自身の花を咲かせ

る、たくましい束荷っ子の育成。 
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（何事も誠実に親切に） 

平成２７年(2015年) ７月１日現在 

１年… １名 ２年… ３名 

３年… ０名 ４年… ６名 

５年… ４名 ６年… １名 

児童数 合計１５名（１１家庭） 

○発 行：光市立 束荷小学校 

○文 責：〔校長〕 三浦龍夫 

★情報があれば、お知らせ下さい！  

        続けることを大切に 

高校球児の礼儀正しさ 

                           校長 三浦龍夫 

満開の桜に始まり、今は稲が緑に輝き大きく成長してきました。入学式から４ヶ月、大き

な事故もなく過ごせたことをたいへん嬉しく思います。これもひとえに、保護者、地域の皆

様のご理解ご協力の賜と感謝申し上げます。                      

この４ヶ月に特に強く感じたことは、子どもたちが、目の前のいろいろな活動に「まじめ

に・意欲的に」取り組んでいることです。朝のマラソンに始まり、その後の除草や朝学習、

昼の掃除も無言でできますし、図書室前には図書のがんばり表が貼ってありシールが増える

のを励みにしています。教科の学習も人数が少ないながらも「友達との学び合い」を大切に

してがんばっています。もちろん個別にはそれぞれの課題がありますので、引き続き指導し

ていきたいと思います。 

さて、この時期は夏の甲子園山口県大会が始まります。高校野球が好きな私は「周南市野

球場」に行きます。この球場は構造上いろいろな角度から中が見えるので、入場料を払わな

くても中の様子がよくわかります。私は歩いたり走ったりしながら横目で見て、試合前の応

援団のエール交換からすでに感動しています。そこで感心するのは会場係の高校球児の礼儀

正しさです。一般の人に対しても、立ち止まって帽子を取ってきちんと挨拶をします。球場

周りをぐるぐる回る私にも何度でも。筋肉質で日焼けした顔、礼儀正しい態度に、野球に対

する一生懸命さが感じられ、何より厳しい練習に耐えて続けていることが素晴らしいと感じ

ます。 

いよいよ子どもたちが待ちに待った夏休みが始まります。ご家庭でもいろいろ工夫してい

ただき、「安全で充実した夏休み」となるようご配慮をお願いいたします。一人ひとりめあて

を決めたと思いますが、４０数日間、頑張って続けてみることが大切です。そして、いろん

な体験をして「夢中になって続ける何か」を探してほしいと思います。 

 

― 束荷小、今年度の重点取組事項 ―  

  

① 本校の歴史と伝統を大切にした束荷小学校でないとできない、個性豊かな創意と活力に

満ちた教育活動 

② 生きる力を育む確かな力・豊かな心・健やかな体を持った児童の育成 

③ 一人ひとりを大切にした志の教育・心の教育の推進 

④ 家庭及び地域との連携を密にし、課題解決に向けて学校・保護者・地域が一体となって取

り組む学校づくり 

      



  


